
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

ま
ち
あ
る
き
観
光
を
す
す
め

	

ワ
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を
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介
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の
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し
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〜
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文
化
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セ
ン
タ
ー
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よ
り
〜

15	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の		

地
球
と
な
か
よ
し

16	

図
書
館
だ
よ
り

17	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り	

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

18	

ま
ち
の
情
報

20	

平
成
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年
度
Ｉ
Ｓ
Ｏ
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４
０
０
１
取
り
組
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結
果
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平
成
28
年
度
下
半
期
財
政
状
況

22	

ほ
け
ん
だ
よ
り

24	

町
制
70
周
年

	

写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
記
憶

2 0 1 7

6
No. 621

いかるが

町制70周年
～ 第59回斑鳩町民体育大会 ～

バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
全
力
疾
走
！

　
～ 

中
学
生
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー 
～
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ま
ち
あ
る
き
観
光
を
す
す
め

　

ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
す
る
ま
ち
に

　

斑
鳩
町
で
は
、
今
後
さ
ら
に
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
観
光
客
の

滞
在
時
間
の
延
長
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
を
は
か
る
た
め
、「
斑
鳩
町
観
光
戦

略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
御
遠
忌
の
２
０
２
１
年
に
向

け
、
そ
し
て
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
観
光
が
重
要
な
産
業
と
し
て
育
ち
、
交
流

人
口
の
増
加
、
さ
ら
に
は
「
斑
鳩
の
里
」
の
知
名
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め

の
指
針
で
す
。

多
く
の
歴
史
資
源
・
継
承
さ

れ
て
い
る
文
化
が
あ
る

　

斑
鳩
に
暮
ら
す
人
々
の
長
年
の
営
み
に

よ
り
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」
を
は
じ

め
と
し
た
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
、
伝
統

あ
る
集
落
や
そ
の
町
並
み
が
一
体
と
な
っ

た
固
有
の
環
境
や
景
観
が
生
ま
れ
、
そ
し

て
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
あ
る
き
観
光
へ
の
と
り

く
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る

　
「
法
隆
寺
周
辺
地
区
特
別
用
途
地
区
」
の

指
定
に
よ
る
規
制
緩
和
に
よ
り
、
平
成
26

年
以
降
に
新
し
く
出
店
し
た
店
舗
が
あ
り
、

民
間
で
の
観
光
拠
点
づ
く
り
に
向
け
て
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
斑
鳩

町
内
で
の
滞
在
時
間
を
の
ば
す
た
め
に
、

「
い
か
る
が
Ｗ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｋ
」
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

観
光
の
現
状

～ 
斑
鳩
町
観
光
戦
略
を
策
定 

～

　２０２１年（平成３３年）は、聖徳太子
がお亡くなりになられて、１４００年を迎
えます。斑鳩町では、聖徳太子１４００年
御遠忌に向け、さまざまな角度から情報発
信するとともに、観光客の受け入れ態勢を
整えていきます。

聖徳太子市での古代衣装体験

まほろばステーション
ｉｋａｒｕｃｏｋｉ

聖徳太子1400年御遠忌
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再
来
訪
経
験
・
意
向
が
高
い

　

観
光
戦
略
の
策
定
に
さ
き
が
け
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
や
モ
ニ
タ
ー
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
斑
鳩
町
へ
の
再
来
訪
経

験
・
再
来
訪
の
意
向
が
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
斑
鳩
町
訪
問
１
回
の

経
験
者
は
、
遠
足
・
修
学
旅
行
で
の
訪
問

で
あ
り
、
訪
問
回
数
が
増
え
る
ご
と
に
、

家
族
や
カ
ッ
プ
ル
・
夫
婦
な
ど
、
多
様
な

形
態
で
の
来
訪
機
会
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

若
年
層
の
女
性
を
呼
び
込
む

観
光
施
策
が
必
要

　

斑
鳩
町
の
魅
力
に
つ
い
て
、
男
女
と
も

60
代
で
数
多
く
認
知
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
女
性
30
～
40
代
で
は
や
や
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

新
し
い
魅
力
の
ア
ピ
ー
ル
が

必
要

　

斑
鳩
町
で
法
隆
寺
以
外
に
行
っ
て
み
た

い
観
光
地
と
し
て
「
古
い
町
並
み
」
と
回

答
し
た
人
が
多
く
、
今
後
さ
ら
に
古
い
町

並
み
を
め
ぐ
る
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
・
グ
ル

メ
な
ど
を
、
観
光
資
源
と
し
て
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

世
界
遺
産
・
法
隆
寺
中
心
の

観
光
に
な
っ
て
い
る

　

調
査
の
結
果
、
法
隆
寺
だ
け
の
来
訪
目

的
者
が
38
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

斑
鳩
町
の
魅
力
・
認
知
・
来
訪
経
験
・
再

来
訪
意
向
な
ど
、
す
べ
て
の
調
査
項
目
で

「
法
隆
寺
」
が
一
番
で
あ
り
、
そ
の
他
の

項
目
と
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

観
光
の
課
題

　しょうゆなどに漬け込み、片栗粉をまぶして揚げた「竜
田揚げ」は、斑鳩町を流れる「竜田川」が由来と言われ
ています。このことから、竜田揚げで斑鳩町を盛り上げ
ようと、「日本竜田揚げ協会」が中心となり、各地のイ
ベントに出店し、「斑鳩名物竜田揚げ」を PR。町内で
竜田揚げを提供する飲食店を紹介する「竜田揚げ食べ歩
きマップ」も人気です。

Q  あなたは斑鳩町に
　　　　　　行ったことがありますか？

Q  斑鳩町に誰と行きましたか？

Q  斑鳩町で法隆寺以外に
　　　　行ってみたい観光地は？

　「斑鳩竜田揚げ
食べ歩きマップ」
は、FIVE  PAGODA
いかるがアンテナ
ショップ・斑鳩町
商工会・法隆寺ｉ
センター・役場ま
ちづくり政策課な
どで配布していま
す。

いちおし
ご当地グルメ 斑鳩名物 竜田揚げ

斑鳩町観光戦略を策定
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「法隆寺」中心の観光から「まちあるき観光」へと転換をはかります。
　これまでの斑鳩町での観光は「法隆寺」だけを拝観して帰る「点」型の観光でした。
　斑鳩町の持つ「歴史的風致」を散策・回遊型のまちあるき観光へとつなげていきます。

新たな観光産業を発展させ、「ワクワク・ドキドキするまち」をめざします。
　「法隆寺＝斑鳩町」のイメージを脱却し、古い町並みやグルメなどの新しい観光資源を生かした
観光産業を発展させ、まちのにぎわいを創出します。

“世界遺産・法隆寺” を目的に来訪した
観光客が、斑鳩町をよりゆっくりと楽し
むことができるしくみを創設し、町内で
の滞在時間の拡大をはかります。

『聖徳太子１４００
年御遠忌』に向けて、
聖徳太子とその思い
が息づくまちという
イメージを広く PR
し、法隆寺周辺から
範囲を広げて観光地
としての演出を行い
ます。

観光振興にむけての基本戦略
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観
光
客
の
拡
大
、
リ
ピ
ー
タ
ー
創
出
の
た
め
に
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
積
極
的
な
参
加
・
参

画
が
不
可
欠
で
す
！

よ
う
こ
そ
元
気
な
斑
鳩
へ
！

　
　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
が「
お
も
て
な
し
の
主
役
」

　

観
光
客
は
地
元
住
民
の
受
け
入
れ
態
勢

や
お
も
て
な
し
な
ど
「
町
の
空
気
感
」
に

敏
感
で
す
。
施
設
や
店
舗
だ
け
で
な
く
、

住
民
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
や
態
度
に
違
和

感
を
抱
け
ば
、再
度
の
訪
問
は
な
く
な
り
、

ク
チ
コ
ミ
な
ど
で
良
く
な
い
印
象
が
広
が

り
ま
す
。

　

斑
鳩
町
へ
の
郷
土
愛
と
誇
り
を
も
っ
た

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
積
極
的
に
観
光
客

へ
の
案
内
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
、
お

も
て
な
し
の
主
役
で
す
。

　

住
民
の
「
お
も
て
な
し
」
に
良
い
印
象

を
抱
け
ば
、
再
訪
の
意
欲
が
湧
き
、
良
い

イ
メ
ー
ジ
の
ク
チ
コ
ミ
も
広
が
り
、
さ
ら

な
る
観
光
客
の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
積
極
的
な
参

加
・
参
画
で
、
観
光
客
の
笑
顔
を
は
ぐ
く

む
町
の
空
気
感
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○�

観
光
客
に
笑
顔
で
接
し
、
元
気
な
声
で

「
こ
ん
に
ち
は
、
観
光
で
す
か
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
。

○�

道
に
迷
っ
て
い
る
、
何
か
を
探
し
て
い

る
観
光
客
に
ひ
と
声
か
け
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

斑
鳩
町
観
光
戦
略
（
本
編
）
は
、
斑
鳩
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
２
）

　法隆寺駅北口の「FIVE　PAGODA　いかるが
アンテナショップ」は、斑鳩町をはじめ、奈良県
内の特産品を揃え、斑鳩町を訪れる観光客をおも
てなししています。「斑鳩名物竜田揚げ」のテイ
クアウトも人気です。
　斑鳩町のみなさんも、お出かけの手土産をみつ
けに、ぜひお立ち寄りください。

⬅

　多くの観光客が法隆寺だけでなく、ま
ちあるきを楽しみ、斑鳩の歴史のワクワ
ク・ドキドキ感を体感しています。新た
な観光産業が根付き、古い町並みを生か
した「にぎわい」のあるまちづくりがす
すんでいます。

夏
は
、
か
き
氷
も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
！

おもてなし
スポット FIVE　PAGODA　いかるがアンテナショップ

観光客をやさしく
おもてなししよう

2026年の斑鳩町の
「観光」イメージ

斑鳩町観光戦略を策定
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　これから雨の多い時期に入り、洪水・土砂災害などが発生しやすい季節となります。
　風水害から身を守るため、大雨や台風などの気象の変化に日頃から関心をもち、地域の避難場所
や安全な避難経路を確認しておきましょう。　　　　　　　　　　　　　　総務課（☎内線274）

（※）�高齢者や乳幼児、障がい者、傷病者、外国人、妊産婦など、災害発生時に特に配慮が必要な
人たちを「要配慮者」と言います。

警　報 大雨
洪水

１時間に雨量が５０㎜以上の基準に到達することが予想される
場合で、重大な災害が起こるおそれがある場合

注意報 大雨
洪水

１時間に雨量が３０㎜以上の基準に到達することが予想される
場合で、大雨により災害が起こるおそれがあると予想される場
合

避 難 準 備・
高 齢 者 等
避 難 開 始

避難の準備を
はじめましょう

避難の準備をしてテレビやラジオの情報に十分注意
してください。
要配慮者（※）の人は避難を開始してください。

⬇

避 難 勧 告 避難を
はじめましょう

要配慮者の人は避難を完了させてください。
要配慮者以外の人も避難を開始してください。

⬇
避 難 指 示
（ 緊 急 ）

ただちに避難
してください !

危険が迫っています。
一刻も早く避難を完了してください。

伝 達 方 法
広 報 車 に よ る 伝 達、 有 線 放 送（ 音 声 遠 隔 シ ス テ ム ）、FM 西 大 和

（81.4MHz）、防災情報メール、緊急速報メール・エリアメール、口頭
による伝達、サイレンなどでみなさんへ伝えられます。

内　　　容 サイレン信号

水防団員、消防機関に
属する者の出動

約５秒　　　　　　　約５秒
　○　—　休　止　－　○　—　休　止
　　　　　約６秒　　　　　　　約６秒

必要と認めた区域内の
居住者の避難

約１分　　　　　　　約１分
　○　—　休　止　－　○　—　休　止
　　　　　約５秒　　　　　　　約５秒

出典：奈良地方気象台

これまで、避難準備情報という表現を用いていましたが、名称が変わりました。

風水害
「身を守るのは早めの避難」

～ あなたの備えは大丈夫？～

斑鳩町の警報・注意報の発表基準一覧

避難情報・サイレン信号の種類
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⃝テレビやラジオの気象情報には、気をつけましょう。
⃝降雨の状態、河川などの増水、がけ崩れや土石流の前兆には注意しましょう。
⃝�浸水のおそれのある地域では、家具や貴重品などを早めに高いところに移せるようにして
おきましょう。
⃝�停電や断水に備えて携帯ラジオ、懐中電灯、飲料水など非常持出品を用意し、いつでも避
難できるようにしておきましょう。
⃝洪水、がけ崩れなどのおそれのある地域では、早めに避難しましょう。
⃝危険なときは、隣近所で知らせあい、自主防災組織などで協力しあいましょう。

⃝電気、ガスの元栓は必ず切る。
⃝ヘルメットや防災ずきんをかぶり、長袖、長ズボンに運動靴で避難する。
⃝非常持出品など荷物はリュックサックに入れて背負って避難する。
⃝家族そろって行動する。
⃝がけ下、川べりなど危険なところはさけ、よく知っている安全な道を選ぶ。
⃝�水が腰まであるときは、高いところで救助を待つ。（歩行可能な水深は、女性約50㎝、男
性約70㎝まで）
⃝マンホールや側溝など、危険箇所を確認しながら歩く。
⃝子ども、高齢者、障がい者、傷病者の安全確保に注意する。

大雨、台風の時は…

避難する時は…

一次持出品（非常持出品）
災害発生時、最初に持ち出すもの。避難に支障のない重さにしましょう。
（男性１５㎏、女性１０㎏程度）
□携帯ラジオ　□懐中電灯
□救急医療品：ばんそうこう、包帯、消毒薬、傷薬、鎮痛剤、胃腸薬、持病の薬など
□非常食：�ミネラルウォーター、缶詰、割りばし、缶きり、栓抜き、粉ミルク（乳幼児用）

など
□貴重品：�現金（小銭から１万円札まで総額５万円程度）、預金通帳、印かん、免許証、健

康保険証など
□その他生�活用品：衣類（着替え）、タオル、ウェットティッシュ（ティッシュ）、雨具、生

理用品など

二次持出品（非常備蓄品）
災害から復旧するまでの数日間（３～５日程度）用意しましょう。
□飲料水：飲料水（１日１人３リットルを目安）、ミネラルウォーター（ペットボトルなど）
□非常食：�乾パン、米、缶詰やレトルトのおかず、ドライフード、チョコレートなどの菓子

類、調味料など
□燃　料：卓上コンロ、携帯コンロなど
□その他の�生活用品：生活用水（風呂や洗濯機に貯水。乳幼児に注意）、毛布、寝袋、新聞紙、

洗面用具、ドライシャンプー、ポリ容器、鍋・やかん、バケツ、トイレットペー
パー、ろうそく、ロープ、筆記用具、セロハンテープなど

非常持出品を確認しましょう！
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登録方法１．パソコンやスマートフォンでの登録
１．�斑鳩町のホームページにアクセスしてください。役場ホームページの「防災情報」の「斑

鳩町防災情報メールサービス」から登録画面に入ってください。「手続きの方法」の手
順に沿って登録を行ってください。

２．�注意事項を読んでいただいた後に、防災情報メールを配信希望する携帯電話などまたは、
パソコン、スマートフォンのメールアドレス・配信希望内容を入力してください。入
力後、配信を希望するメールアドレスに登録確認メールが届きます。（メールが届かな
い場合には、メールアドレスの入力間違いや迷惑メール防止機能の設定などが考えら
れます。

　　�「ikaruga-town-bousai@jyouhou-station.jp」または「jyouhou-station.jp ド
メイン」からのメールを受け取れるように設定してから登録作業をしてください）

３．登録確認メールに記載されているアドレスに空メールを送信してください。
４．送信後、登録完了メールを受信すれば登録完了です。

登録方法２．役場総務課のメールアドレスへ配信希望メールを送る。
　配信を希望するメールアドレスから、件名に「防災情報メール配信希望」として本文に
配信情報種別を記入していただき「soumu@town.ikaruga.nara.jp」までメールを送信
してください。

　視覚障がい・聴覚障がいの人やパソコン・携帯電話・スマートフォンなどをお持ちでな
い人など、斑鳩町防災情報メールを登録できない人に対して、ご自宅への電話による音声
案内やＦＡＸによる情報配信サービスをはじめます。
　情報配信サービスを希望される人は、総務課へお申し込みください。

配信される情報は、災害関係情報のみとなります。

斑鳩町防災情報メールの内容が、自動音声案内で確認できます。

防災情報メールの内容案内番号　０５０－５３０６－２６８０
配信される情報は、災害関係情報のみとなります。

災害への備えとして
斑鳩町防災情報メールの登録を！

斑鳩町防災情報メールを登録できない人に、
電話での音声案内や
FAX による情報配信を新たにはじめます。

町からの防災情報が、
防災ダイヤルでも確認できます
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№ 施設・場所名 住　　　所

対象とする異常な現象の種類 指
定
避
難
所

洪
水

が
け
崩
れ
、

土
石
流
及

び
地
滑
り

地
震

大
規
模
な

火
事

内
水
氾
濫

1 斑鳩町立斑鳩小学校 法隆寺南１-１３－４６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 斑鳩町立斑鳩西小学校 神南２－４－２５ ○ ○ ○ ○
3 斑鳩町立斑鳩東小学校 法隆寺南２－１１－５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 斑鳩町立斑鳩中学校 龍田北１－２０－１ ○ ○ ○ ○ ○
5 斑鳩町立斑鳩南中学校 目安北３－１－７７ ○ ○ ○ ○
6 斑鳩町立斑鳩幼稚園 法隆寺南１－１３－１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 斑鳩町立斑鳩西幼稚園 神南２－４－３１ ○ ○ ○ ○
8 斑鳩町立斑鳩東幼稚園 興留東１－１－１６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 斑鳩町たつた保育園 龍田１－５－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 斑鳩町あわ保育園 阿波３－５－３３ ○ ○ ○ ○
11 斑鳩町立斑鳩中央体育館 龍田南１－１－６１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 斑鳩町立斑鳩中央公民館 龍田南２－２－４３ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 斑鳩町立斑鳩西公民館 龍田西４－２－２５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 斑鳩町立斑鳩東公民館 興留５－５－２８ ○ ○ ○ ○
15 奈良県立法隆寺国際高等学校 高安２－１－１ ○ ○ ○ ○
16 斑鳩町消防コミュニティセンター 龍田南５－７－４７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 いかるがホール 興留１０－６－４３ ○ ○ ○ ○
18 斑鳩町ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北１－１３－１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 斑鳩町総合保健福祉会館

（生き生きプラザ斑鳩） 小吉田１－１２－３５ ○ ○ ○ ○
20 法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東１－４－６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

斑鳩町の避難所施設
　指定緊急避難場所とは、災害が発生または発生するおそれがある場合に、その危険から逃れる
ための施設で災害種別ごとに指定しています。
　指定避難所とは、災害の危険性があり避難した人や、災害により家に戻れなくなった人が滞在
することができる施設です。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全を確保するため避難勧告などを行った場合または避
難を求める住民がいる場合に、その状況に応じて安全な施設を指定し、開設します。

●指定緊急避難場所
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川本　たか子 さん

瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）清水　久行 さん

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
叙
勲
の
受
章
に
つ
い
て
は
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
無
事
に
勤
め
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
先
輩
、
同
僚
や
地
域

の
み
な
さ
ん
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
謙

虚
に
話
さ
れ
た
清
水
さ
ん
。

　
「
大
き
な
事
件
を
解
決
し
た
こ
と
も
誇
り

に
思
い
ま
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
身
近

な
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
で
、『
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
』
と
感
謝
さ
れ
た
時
が
、
こ
の

職
に
就
い
て
の
一
番
の
喜
び
で
し
た
。」
と

当
時
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

清
水
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か
ら
平

成
19
年
ま
で
の
約
40
年
間
、
大
正
署

の
ほ
か
、
約
15
署
な
ど
で
、
地
域
課

を
中
心
に
主
に
管
理
部
門
に
携
わ
っ 松本　勇夫 さん

察
活
動
の
企
画
立
案
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
誠
に
身
に
余
る
栄
誉
な
こ
と
と
喜
ぶ
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
激
励
し
、
支
援
し
て
い

た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て

い
ま
す
。」
と
謙
虚
に
話
さ
れ
た
松
本
さ
ん
。

　
「
大
阪
教
育
大
学
付
属
池
田
小
学
校
で
の

児
童
殺
傷
事
件
で
は
、
警
察
広
報
担
当
官
と

し
て
マ
ス
コ
ミ
対
応
な
ど
に
奔
走
し
た
こ
と

や
、
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
の
条
例
の
制

定
や
改
正
の
立
案
に
苦
慮
し
た
ほ
か
、
警
察

大
学
校
の
教
授
と
し
て
、
全
国
の
警
察
幹
部

の
指
導
に
従
事
で
き
た
こ
と
な
ど
が
、
思
い

出
に
残
り
ま
す
。」
と
当
時
を
振
り
返
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

川
本
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
看
護
師
業
務
に

就
き
、
県
立
病
院
な
ど
で
、
後
輩
指
導
や
看
護

学
生
の
教
育
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
が
ん
対
策

推
進
計
画
の
策
定
・
実
施
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
も
、
が
ん
相
談
員
、
医
療
対
話
推

進
者
と
し
て
、
患
者
・
家
族
の
相
談
業
務
に
従

事
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

受
章
に
あ
た
っ
て
は
、「
働
く
こ
と
を
応
援

し
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
の
支
え
、
職
場
の
み

な
さ
ん
の
ご
指
導
や
支
援
の
賜
物
と
、
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。」
と
謙
虚
に
話
さ
れ
た
川
本

さ
ん
。

　
「
子
育
て
中
の
頃
は
、
看
護
師
の
勤
務
環
境

は
厳
し
く
、常
に
睡
眠
不
足
の
状
態
で
し
た
が
、

常
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
こ

と
。
ま
た
、
担
う
業
務
と
そ
の
責
任
に
重
圧
を

感
じ
、
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
良
い

経
験
と
思
え
ま
す
。」
と
当
時
を
振
り
返
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
章
を
心
よ
り
お
喜
び
し
、
な
お
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
か
ら
平

成
17
年
ま
で
の
約
40
年
間
、
天
王
寺

署
や
生
野
署
の
ほ
か
、
大
阪
府
警
察

本
部
で
少
年
非
行
問
題
な
ど
の
各
警

瑞
宝
単
光
章
（
看
護
業
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章

（
警
察
功
労
）

　

教
育
や
地
方
自
治
な
ど
の
各
分
野
で
極
め

て
優
れ
た
功
績
を
残
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る

「
春
の
叙
勲
」が
発
令
さ
れ
、斑
鳩
町
か
ら
は
、

川
本
た
か
子
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

　

警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
就
い
て
い
た

人
が
対
象
と
な
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
で
、
斑
鳩
町
か

ら
は
、松
本
勇
夫
さ
ん
と
清
水
久
行
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙 勲

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

６月４～10日は、歯と口の
○○週間。さて、○○に入る
文字は何でしょう。

〈６月13日㈫必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

５月号広報クイズの答　19（応募総数25）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
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総
務
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　

副
委
員
長　
　

奥　

村　

容　

子

　
　

委　
　

員　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　
　

〃　
　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　
　

〃　
　
　

小　

村　

尚　

己

　
　
　

〃　
　
　

木　

澤　

正　

男

厚
生
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　

副
委
員
長　
　

平　

川　

理　

恵

　
　

委　
　

員　
　

中　

川　

靖　

広

　
　
　

〃　
　
　

中　

西　

和　

夫

　
　
　

〃　
　
　

濱　
　
　

眞
理
子

　
　
　

〃　
　
　

奥　

村　

容　

子

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

井　

上　

卓　

也

　
　

副
委
員
長　
　

小　

村　

尚　

己

　
　

委　
　

員　
　

中　

川　

靖　

広

　
　
　

〃　
　
　

中　

西　

和　

夫

　
　
　

〃　
　
　

坂　

口　
　
　

徹

　
　
　

〃　
　
　

木　

澤　

正　

男

広
報
発
行
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

濱　
　
　

眞
理
子

　
　

副
委
員
長　
　

坂　

口　
　
　

徹

　
　

委　
　

員　
　

宮　

﨑　

和　

彦

　
　
　

〃　
　
　

平　

川　

理　

恵

　
　
　

〃　
　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　
　

〃　
　
　

井　

上　

卓　

也

議
会
運
営
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

木　

澤　

正　

男

　
　

副
委
員
長　
　

小　

村　

尚　

己

　
　

委　
　

員　
　

小　

林　
　
　

誠

　
　
　

〃　
　
　

平　

川　

理　

恵

　
　
　

〃　
　
　

嶋　

田　

善　

行

　
　
　

〃　
　
　

中　

西　

和　

夫

　
　
　

〃　
　
　

奥　

村　

容　

子

議　
　
長　

伴　
　
吉
晴

副
議
長　

坂
口　
　
徹

　

５
月
８
日
に
開
か
れ
た
第
２
回

町
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
、
副
議

長
、
各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
の
新
し
い
構
成
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
、社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
自
主
性
、
主
体

性
を
発
揮
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
中
心
で
あ
る
住
民
み
な
さ
ま
の

声
を
町
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

住
民
み
な
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

就
任
の

　

あ
い
さ
つ議長　伴　吉晴副議長　坂口　徹

６
月
２
日（
金
）
本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、
提
案
説
明
、
議
案
上
程
）

　
　
　
　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

７
日（
水
）
一
般
質
問

８
日（
木
）
一
般
質
問

９
日（
金
）
建
設
水
道
常
任
委
員
会

13
日（
火
）
厚
生
常
任
委
員
会

14
日（
水
）
総
務
常
任
委
員
会

16
日（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

21
日（
水
）
本
会
議
最
終
日

　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
、
討
論
、
表
決
）

　

開
会
時
間
は
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会

議
終
了
後
）

　

日
程
、
時
間
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
６
月

町
議
会
定
例
議
会
の
日
程

　
議
会
事
務
局
（
☎
内
線
３
０
２
）

議
会
の
新
し
い
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
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んな元気いっぱい　いい汗かきました
～ 町制70周年記念　第59回斑鳩町民体育大会 ～

4 / 1 6 ・斑鳩健民運動場

　町制70周年記念の町民体育大会を開催。大会当
日は晴天の中、数々の種目で熱戦が繰り広げられま
した。
　恒例の綱引きや玉入れ、400ｍリレーなどのほか、
ダンボール箱運びリレー、大玉転がしなど、子ども
から大人まで楽しめる競技が行われ、会場は熱気に
包まれました。
　また、お昼の時間には、「キッズチア」、「トリム
体操連合」による、「斑鳩、いかが？？」のダンス
パフォーマンスもあり、会場からは温かい声援が寄
せられました。

み

●４００ｍリレー
　男子　優勝　３地区　　準優勝　６地区
　女子　優勝　３地区　　準優勝　２１地区
●綱引き
　Ａブロック　優　勝　１１地区
　　　　　　　準優勝　９地区
　Ｂブロック　優　勝　２地区
　　　　　　　準優勝　６地区

▶
「
力
を
込
め
て
！
」

　
　
　
　

～
綱
引
き
～

　
「
う
ま
く
転
が
れ
」

◀　
　

～
大
玉
転
が
し
～

　
「
選
手
宣
誓
！
」

◀　
　
　

～
開
会
式
～

▶
「
た
く
さ
ん
入
れ
ら
れ
る
か
な
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
玉
入
れ
～

▲
キ
ッ
ズ
チ
ア
と
ト
リ
ム

　

体
操
連
合
に
よ
る
ダ
ン
ス

　
「
斑
鳩
、
い
か
が
？
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　

◀

▲最後は４箱で、予想以上に難しかった？
　　　　　　　　～ダンボール箱運びリレー～
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隆寺ゆかりの“小田原”名物市に参加！
～ 第53回小田原北條五代祭り ～

5 / 3 、 4 ・小田原市城址公園二の丸広場

　斑鳩町と交流のある神奈川県小田原市で開催さ

れた、小田原北條五代祭りに斑鳩町の名物を持っ

て参加しました。

　小城町長、パゴちゃん、キャンペーンレディが

斑鳩町や町の特産品をＰＲ。

　斑鳩町のブースに来られた人は、斑鳩町に興味

津々で、関東圏でも斑鳩の名を知っていただけま

した。

法 代への入り口にようこそ！
～ 春季　史跡藤ノ木古墳石室特別公開 ～

4 / 2 9 、 3 0 ・藤ノ木古墳

　藤ノ木古墳の歴史や魅力を体感する機会として、
石室特別公開を行い、たくさんの観光客や歴史ファ
ンでにぎわいました。
　見学者たちは、石室の大きさに驚いたり、当時の
ままの石室や石棺を間近に見て感動しているようで
した。
　また、法隆寺国際高等学校のボランティアのみな
さんが、会場受付や誘導などの運営に協力してくれ
ました。
　年２回、春と秋に開催している藤ノ木古墳の石室
公開に、ぜひ一度見学にお越しください。

古

ってもおいしくいただきました！
～ 幼稚園給食試食会 ～
4 / 2 7 ・斑鳩幼稚園

　子育て支援の一層の充実をはかることなどを目的に、

本年４月から町立幼稚園の給食で、これまでの週２回の

弁当給食から、週４回のあたたかい給食の提供を行うこ

ととしました。

　子どもたちは、配膳時

にたちこめるおかずのに

おいにワクワクしながら、

みんなでおいしくいただ

きました。

と

▲パゴちゃんも見学者のみなさんをお出迎えしました
▲パゴちゃんとキャンペーンレディで
　斑鳩町の特産品をＰＲ。

▶ 

新
し
く
な
っ
た
給
食
は
、

子
ど
も
た
ち
に
も
好
評

で
し
た

◀小城町長も子どもたちと一緒に
　いただきました



斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

長らく行方がわからなかった法輪寺の鉄蓋の発見
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今
月
号
で
は
、
７
月
２
日（
日
）

ま
で
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開

催
中
の
、
平
成
29
年
度
春
季
特
別

展
「
斑
鳩
古
塔
展　
―
聖
徳
太
子

ゆ
か
り
の
古
代
寺
院
の
仏
塔
―
」

の
展
示
に
関
連
し
て
、
法
輪
寺
の

塔
の
心し
ん

柱ば
し
らを
支
え
た
礎
石（
塔と
う

心し
ん

礎そ

）
の
鉄て
つ

蓋ぶ
た

に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

法
輪
寺
『
仏
舎
利
縁
起
』
に
つ
い
て

　
『
仏
舎
利
縁
起
』
は
、
江
戸
時
代
の
寛か
ん

保ぽ
う

元
（
１
７
４
１
）
年
に
、
三
井
妙
見
山

法
輪
寺
別べ
っ

当と
う

吉き
っ

祥し
ょ
う

院い
ん

宝ほ
う

祐ゆ
う

が
、
三
重
塔
心

柱
の
下
か
ら
出
現
し
た
仏
舎
利
に
つ
い
て

記
し
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
元げ
ん

文ぶ
ん

４

（
１
７
３
９
）年
に
三
重
塔
の
修
理
を
行
っ

た
際
に
、
心
柱
の
下
を
１
丈じ
ょ
う（
約
３
ｍ
）

掘
っ
た
と
こ
ろ
に
礎
石
が
見
つ
か
り
、
そ

の
中
心
の
金
の
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
中

に
香こ
う

木ぼ
く

に
囲
ま
れ
た
黄
金
の
壺
が
一
つ

あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

壺
の
中
に
は
銀
の
箱
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
瑠る

璃り

玉だ
ま

、
仏
舎
利
２
粒
、
数じ
ゅ

珠ず

、
土
器
、

朱
土
で
つ
く
ら
れ
た
四
天
王
が
見
つ
か
っ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
金
壺
は
、

現
在
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
塔
心
礎
納
置
銅
壺
」
の
こ
と
で
あ
り
、

他
の
も
の
は
『
仏
舎
利
縁
起
』
の
図
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
そ
の
行
方
は

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

塔
心
礎
の
発
掘
調
査

　

昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
と
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
に
、
塔
基
壇
地
下
の
塔

心
礎
の
舎
利
坑こ
う

の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
中
央
に
直
径
約
36
㎝
、
深
さ
４
㎝

の
円
形
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
そ
の
中
央

に
直
径
約
15
㎝
、
深
さ
約
10
㎝
の
椀
状
の

穴
が
空
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
上
の
円
坑
に
は
鉄て
つ

錆さ
び

が
付
着
し

て
お
り
、
下
の
円
坑
に
は
銅
壺
が
ち
ょ
う

ど
納
ま
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

鉄
蓋
の
発
見

　

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
、
法
輪
寺
に

お
い
て
、『
仏
舎
利
縁
起
』
に
描
か
れ
て

い
る
も
の
と
同
じ
形
状
を
し
た
丸
い
鉄
板

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
協
力
を
得
て
科
学
的
な
調
査
を
し

ま
し
た
。
そ
の
蓋
は
、
鉄
製
で
丸
い
板
状

を
し
て
い
て
、
中
央
の
つ
ま
み
の
部
分
は

錆
び
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
復
元

す
る
と
直
径
は
約
34
㎝
と
な
り
、
ち
ょ
う

ど
上
の
円
坑
に
納
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

科
学
的
調
査
で
は
、
表
面
に
鍍と

金き
ん

や
結ゆ
う

城き

廃は
い

寺じ

（
茨
城
県
結
城
市
）
の
石
蓋
の
よ
う

に
蓮れ
ん

華げ

文も
ん

な
ど
の
彩
色
や
墨
描
き
が
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
何
も
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
仏
舎
利
を
納
め
る
式
典
の
終

盤
に
、
銀
色
に
輝
く
鉄
蓋
が
納
め
ら
れ
て

舎
利
坑
が
塞
が
れ
た
様
子
が
想
像
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
初
公
開
し
た
法
輪
寺
の
鉄
製
の
舎

利
蓋
は
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
も
の
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　斑鳩町制70周年を記念して、
藤ノ木古墳を題材とした記念切
手シートを数量限定販売してい
ます。
　在庫がなくなり次第、販売終
了しますので、ぜひこの機会に
ご購入ください。

販売価格
１シート（82円切手10枚）　1,300円
販売場所・時間
①まちづくり政策課
　午前８時30分～午後５時30分
　（土曜・日曜日、祝日を除く）
②斑鳩文化財センター
　午前９時～午後５時
　（水曜日を除く）
③法隆寺 i センター
　午前８時30分～午後６時（無休）

▲ 法輪寺『仏
ぶっ

舎
しゃ

利
り

縁
えん

起
ぎ

』（国指定重要文化財）

斑鳩町制70周年記念
切手シート　限定販売中！



環境対策課
（☎内線133）

　買い物のたびにスーパーでもらうレジ袋。
いつか使うかも・・・と家に持ち帰り、ため
ていたら、レジ袋の山！！
　結局使わずに、ごみになるなら、「レジ袋
はいりません」と断りましょう。

ゼロ・ウェイストのまちづくり⑧
～ 買い物行くとき、マイバッグ ～
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毎月10日と20日は陶器回収の日〈６月の陶器等回収日〉
　６月１２日（月）・６月２０日（火）
　環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、６月10日（土）、６月25日（日）も受け付けします。

●楽しく無駄なくエコ生活を！
　地球温暖化をとめるには、新しい
技術力や製品開発も大切ですが、もっ
と大切なのは、それらを使う私たち
一人ひとりの行動です。エネルギー
消費量の少ない製品を購入しても、
エネルギーを無駄にする使い方を繰
り返しては、せっかくの省エネ技術
も無駄になってしまいます。
　楽しく無駄なくエコな生活スタイ
ルを。まずは、簡単なマイバッグ・
マイボトルからはじめてみませんか。

★調査員の声
　調査をはじめた平成18年はマイバッグの持参率が19％で
した。みなさんの意識の向上により、現在では２人に１人以
上がマイバッグを持参しています。調査をしていると、「マ
イバッグ、ちゃんと持って来ているよ。」と声をかけてくれ
る人もいて、嬉しいです。マイバッグが当たり前になる日は
近いですね！

　平成29年３月に実施した、可燃ごみの、ごみ質検査の結
果では、可燃ごみに入っていたプラスチック類は、みなさん
の分別徹底により、約３％という結果でした。
　しかしながら、そのプラスチック類の約半分がレジ袋とい
う結果も出ており、マイバックを持参することで、レジ袋は
もっと減らすことができます。

４月の生ごみたい肥化量29,400㎏
　可燃ごみの13.6％をたい肥化
できました
※モデル世帯数6,444世帯（４月末）

◇
児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月
30
日
ま
で
に

　

福
祉
子
ど
も
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

　

現
在
、
児
童
手
当
受
給
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
人
は
、６
月
中
に
「
現
況
届
」

を
福
祉
子
ど
も
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
現
況
届
は
、対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
）

　

現
況
届
と
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

状
況
や
６
月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
以

降
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
受
給
資
格
に
該
当
す
る
人

は
、申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
当
は
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

受 

給
資
格　
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
中
学
校
修

了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人

斑鳩町のマイバッグ持参率は約60％（平成29年３月調査）

可燃ごみの中にもレジ袋が！？家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）

4月

3月

2月

12月

可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

平成29年度

平成28年度

平成28年度

平成27年度

平成28年度

平成27年度

　

マ
イ
バ
ッ
グ

　

持
参
率

◀
調
査
の
よ
う
す
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町
立
図
書
館
開
館
20
周
年
記
念
事
業

聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室
講
座

「
明
治
時
代
の
法
隆
寺
西
院
伽
藍
」

　

法
隆
寺
が
世
界
最
古
の
木
造
建
築
と
し

て
価
値
評
価
を
得
る
に
い
た
っ
た
過
程
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　
６
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
研
修
室
１
・
２

講
師　
京
都
工
芸
繊
維
大
学

　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
・
建
築
学
系
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清し

水み
ず　

重し
げ
敦あ
つ　

氏

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

申 

込　
６
月
１
日（
木
）～
６
月
21
日（
水
）

に
、
電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・
メ
ー
ル
ま
た
は

図
書
館
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
町
立
図
書
館
・

　
　
　
　

聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室

※�

詳
し
く
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

町
立
図
書
館

水
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
６
月
７
日（
水
）
午
後
２
時
～

協
力　
ひ
こ
は
な
絵
本
の
会

対
象　
０
歳
～
６
歳

土
曜
日
の
お
は
な
し
会

日
時　
６
月
17
日（
土
）
午
後
３
時
～

協
力　
お
は
な
し
さ
ん
ぽ

対
象　
小
学
生
以
下

■ 

中
央
公
民
館
図
書
室

０
歳
か
ら
の
絵
本
の
じ
か
ん

　

今
月
の
絵
本
の
じ
か
ん
は
図
書
の
特
別

整
理
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

一
日
図
書
館
員
募
集

　

夏
休
み
、
職
員
と
一
緒
に
カ
ウ
ン
タ
ー

の
仕
事
や
本
の
整
理
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

対
象　
町
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

日
程　
８
月
２
日（
水
）・
４
日（
金
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

場
所　
町
立
図
書
館

内 

容　
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
貸
出
業
務
や
返

本
な
ど

定 

員　
各
日
10
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申 

込　
申
込
用
紙
に
お
す
す
め
の
本
の
題

名
を
そ
え
て
、
６
月
17
日（
土
）～
７
月

２
日（
日
）に
町
立
図
書
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
図
書
館
な
ど
で
配
布
の
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
提
案
事
業

「
ホ
タ
ル
観
賞
会
」
開
催
の
ご
案
内

　

地
域
に
ホ
タ
ル
復
活
大
作
戦

　
　

代
表　

宮
本　

巌

（
☎
０
９
０–

９
６
１
２–

６
３
３
０
）

　

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
姿
を
も
う
一
度
見

た
い
と
、
北
庄
の
谷
川
を
利
用
し
て
ホ
タ

ル
を
飼
育
し
、
美
し
い
自
然
を
取
り
戻
す

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
し
た
ホ
タ
ル
の
姿
を
一
緒
に
見
ま

せ
ん
か
。

日
時　
６
月
18
日（
日
）
午
後
７
時
～

　
　
　
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　
春
日
神
社
（
瀧
谷
神
社
）

　
（
龍
田
３–

６–　
10
）
付
近

※
申
込
不
要
・
参
加
無
料

期間　７月１日（土）～８月31日（木）
　　　午前10時～午後５時
　（受付は午後４時まで、遊泳は午後４時30分まで）
入場料　大人３５０円、中学生以下１００円
入場資格　町在住の人
※�小学３年生以下の入場は引率者同伴、４年
生以上の小学生についても、引率者のご協
力をお願いします。

町民プール７月１日オープン
中央体育館（水曜休館）（☎0745�3100）

場
所　
い
ず
れ
も
多
目
的
室

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

※�

会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
場
合
は
、

お
子
さ
ん
を
優
先
と
し
ま
す
。

※�

火
曜
日
お
よ
び
６
月
８
日（
木
）～
６
月

16
日（
金
）の
特
別
整
理
期
間
は
、
ｆ
ａ

ｘ
・
メ
ー
ル
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申込・問合せ　町立図書館
☎ 0745�7733
fax 0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/

図書館だより図書館だより

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

お
知
ら
せ
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◦�黒米は豊富なアミノ酸、ビタミンＢ群
やＥ、鉄、カルシウム、アントシアニ
ンなどにより血液の浄化や老化防止、視
力の回復などに効果的です。

　�産業まつり（平成29年12月３日）で菜
の花油、黒米を販売します。

斑鳩産１００％の「黒米」

　平成28年７月１日にオープンした住民活動センター（住民活動の拠点）から、活動に取り組
んでいる、９団体の活動提案事業の動きを紹介します。
　今月号では、「斑鳩の里・農と食の応援プロジェクト」を紹介します。

　わたしたちのチームは、「つながっている食・農・環境」の
大切さを伝えていくための活動をしています。
　昨年度は、「斑鳩の里・農と食の活性化プロジェクト推進委
員会」が長年努力してこられた、耕作放棄地を活用して栽培・
製造されている「菜の花油」のレシピ開発を中心に活動してき
ました。今年度は、黒米を中心に菜の花の摘み菜や花びらのレ
シピ開発、また、みなさんにいつでも菜の花油や黒米を購入し
ていただけるように、身近な販売先の開拓や健康効果などを明
記したミニポスターの作成なども予定しています。地域の経済
と環境の両立をめざして努力したいと思っています。

斑鳩の里・農と食の応援プロジェクト

　平成29年度活動提案事業団体の「斑鳩町子どもに本を読む・語る会」「クッキングハウス
kizaki とその仲間たち」の活動の実演などを行います。住民活動に興味のある人は、どな
たでもご参加できます。

●「斑鳩町子どもに本を読む会・語る会」による読み聞かせとお話
～おとなもたのしい絵本の読み聞かせ・お話し会の実演です～
日時：6月14日（水）午後１時30分～２時30分
場所：生き生きプラザ斑鳩　２階　会議室３
定員：20人（先着順）　申込締切日：６月９日（金）

●クッキングハウス kizaki とその仲間たち「つたえる・サロン」
～斑鳩の文化・生活を「つたえる」をキーワードに活動しているサロンです～

日時：６月19日（月）午後１時30分～２時30分
場所：生き生きプラザ斑鳩　２階　会議室３
定員：20人（先着順）　　申込締切日：６月15日（木）

センター講座のご案内（申し込みは住民活動センタ―にお電話を）

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）（☎0745�1000㈹）
（Eメール　ikarugakyodo@yahoo.co.jp）

団体名：斑鳩の里・農と食の応援チーム（代表　武田　悦美）

◀菜の花
　　クッキー

菜の花を使った
おまんじゅうや
　　　　ケーキ▶

斑鳩町協働のまちづくり

住民活動センターだより



主な連絡先
斑鳩町役場
 ☎0745-74-1001
上水道課
 ☎0745-74-1401
下水道課
 ☎0745-74-2406
町立図書館
 ☎0745-75-7733
中央公民館
 ☎0745-74-1511
東公民館
 ☎0745-74-4122
西公民館
 ☎0745-75-3911
中央体育館
 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
 ☎0745-70-1000
保健センター
 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
 ☎0745-74-0990
衛生処理場
 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
 ☎0745-74-4100
いかるがホール
 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-74-5666

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●
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第
46
回
奈
良
県
高
齢
者

美
術
展
作
品
募
集

　

長
寿
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
３
）

開
催
場
所
・
期
間　
奈
良
県
文
化
会
館

　

８
月
25
日（
金
）～
８
月
30
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
８
月
28
日（
月
）は
休
館
日
）

出 

品
資
格　
県
内
在
住
で
昭
和
34
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
（
ア
マ
チ
ュ

ア
の
み
）

種 

目　
日
本
画
、
洋
画
、
書
、
工
芸
、
手

芸
、
写
真
（
１
部
門
に
つ
き
１
人
２
点

ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）

表 

彰　
優
秀
な
作
品
に
は
、
種
目
別
に
賞

状
と
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、

昨
年
度
入
賞
者
の
作
品
は
賞
の
対
象
か

ら
除
き
、「
参
考
作
品
」
と
し
て
取
り

扱
い
ま
す
。

申 

込　
６
月
28
日（
水
）ま
で
に
長
寿
福
祉

課
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出 

品
料　
１
，
０
０
０
円
（
申
し
込
み
ま

で
に
出
品
要
領
で
定
め
ら
れ
た
所
定
の

口
座
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

※�

そ
の
他
、
詳
し
く
は
長
寿
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に

　
（
敬
称
略
）

　
𠮷
川　
裕
子
（
再
任
）

　
浅
野　
恭
世
（
再
任
）

　

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

寄
附
の
お
礼

　
佐 

藤　

 
充 
毅　
氏

　
　
絵
本　
35
冊

設
置
場
所　
斑
鳩
幼
稚
園

　
　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 13日㈫、20日㈫、27日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
22日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

1日㈭、8日㈭、15日㈭、29日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 14日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 6日㈫

創 業 支 援 相 談
9日㈮ 10:00～12:00

商 工 会 館 斑鳩町商工会
☎074574250013日㈫、20日㈫、27日㈫ 18:00～20:00

青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉子ども課
（☎内線125）

女性のための相談
9日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3023日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 17日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

６月の相談
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平
成
30
年
度
小
学
校
就
学
予
定
児

対
象
の
教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
総
務
課（
☎
内
線
２
３
４
）

　

来
年
度
小
学
校
入
学
の
お
子
さ
ん
に
こ

ん
な
様
子
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

●�

テ
レ
ビ
や
絵
本
を
見
る
と
き
、
極
端
に

目
を
近
づ
け
る
。

●�

名
前
を
呼
ん
で
も
気
が
付
か
な
い
こ
と

が
あ
る
。

●�

手
足
を
動
か
そ
う
と
し
て
も
思
う
よ
う

に
動
か
せ
な
い
。言
葉
の
遅
れ
や
発
音
、

き
つ
音
が
気
に
な
る
。

●�

知
恵
づ
き
や
日
常
生
活
な
ど
、
発
達
が

全
体
的
に
遅
れ
て
い
る
。

●�

人
前
で
は
、
極
端
に
引
っ
込
み
が
ち
に

な
り
、
全
く
話
さ
な
い
。

●�

人
に
関
心
を
示
さ
ず
、
子
ど
も
ど
う
し

で
遊
ぶ
こ
と
が
な
い
。

●�

落
ち
着
き
が
な
く
、
ほ
と
ん
ど
じ
っ
と

し
て
い
な
い
。

な
ど
、
お
子
さ
ん
の
発
育
や
発
達
に
心
配

や
不
安
の
あ
る
人
へ
特
別
支
援
教
育
関
係

の
先
生
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

相
談
日　
７
月
31
日（
月
）

※�

時
間
は
後
日
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
、
１
人
に
つ
き

　

１
時
間
程
度
で
す
。

場
所　
斑
鳩
町
中
央
公
民
館

申 

込　
通
園
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
、
保
育

園
ま
た
は
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

に
あ
る
申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
30
日（
金
）ま
で
に
各

園
ま
た
は
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ 

の
他　
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
母
子
手
帳
、

記
録
、
作
品
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
様
子

が
わ
か
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
相
談
日
当

日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止
に
つ
い
て

　

住
民
課
（
☎
内
線
１
６
１
）

　

所
得
証
明
書
の
デ
ー
タ
更
新
作
業
に
伴

い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
期
間　
６
月
11
日（
日
）

　

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

☆手づくりちんすこう☆
材�料（12個分）　小麦粉�90ｇ、上白糖（三温糖）大さじ�４、
　サラダ油大さじ�３

作�り方　❶ボウルにサラダ油と上白糖を入れてよく混ぜる。❷小麦粉を
❶に加えてサックリ混ぜる。❸片手で握って、ちんすこうの形に整え
て、170℃10分位のオーブンで焼きあげる。

栄
養
価　
１
個
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

67
㎉

　

塩
分　

０
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

ち
ん
す
こ
う
は
沖
縄
県
の
定
番
の
お
み
や

げ
で
す
。

　

保
育
園
で
は
、
３
時
の
お
や
つ
に
手
づ
く

り
お
や
つ
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
ち
ん
す
こ

う
が
手
づ
く
り
で
で
き
る
こ
と
に
み
ん
な

び
っ
く
り
。
身
近
な
材
料
で
、
意
外
と
簡
単

に
つ
く
れ
て
お
い
し
い
お
や
つ
で
す
。ぜ
ひ
、

ご
家
庭
で
も
つ
く
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

手
づ
く
り
ち
ん
す
こ
う

● 

お
知
ら
せ 

●

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　
お
い
し
い

　
　
給
食
紹
介 

～

㉖

６
月
の
納
税

○
町
県
民
税（
普
通
徴
収
第
１
期
分
）

　
　
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
４
）

納
期
限

６
月
30
日
㈮

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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斑
鳩
町
役
場
は
、
地
球
環
境
の

保
全
に
率
先
し
て
取
り
組
む
た

め
、
平
成
15
年
２
月
26
日
、
県
内

の
市
町
村
で
は
じ
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
継
続
す

る
た
め
に
は
認
証
後
も
定
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
ど
お
り
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
昨
年
12

月
に
審
査
を
受
審
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
後
、
毎

年
、
取
り
組
み
の
内
容
が
向
上
し
て
い
る

と
い
う
評
価
（
向
上
・
維
持
・
低
下
・
不

可
の
４
段
階
評
価
）
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
球
環

境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

● 平成28年度取り組み結果は ●
　平成28年度に環境マネジメントシステムにより管理した76項目の
内38項目について目標を達成できました。役場庁舎内の電気、水道
などの使用量については、職員一人ひとりが省エネ、省資源に日頃
から心がけることにより、取り組み開始以降、基準年の実績を毎年
下回っています。
　エコいかるが運動（電気・水道など役場庁舎内での省エネ運動）
に関する取組結果は下表のとおりです。

ISO14001って ?
　ＩＳＯは、「国際標準化機構」という民間組織の呼称で、
ネジのサイズを共通にしたり、フィルムの感光度を統一する
など、世界共通の規格や基準を定めている機関です。
　ＩＳＯの規格はコード番号で表され、１４００１番は、企
業や自治体などが、組織として環境問題への取り組みを継続
的に進めていくことを約束し、実行するための仕組み＝「環
境マネジメントシステム」についての規格です。
　計画（Plan）実行（Do）点検（Check）見直し（Action）
を繰り返し行い、継続的に環境を改善できる仕組みとして注
目されています。
※詳しい取組結果は、環境対策課で閲覧できます。
問合せ　環境管理事務局（環境対策課内）（☎内線132）

定
期
審
査
の
結
果
は
「
向
上
」

◆ エコいかるが運動に関する取り組み結果（役場本庁舎）◆

平成28年度 ISO14001
取り組み結果を公表します

（単位　％）

平成13年度実績との比較

平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成13年度
（基準年）

電 気 64.0 61.4 66.8 71.0 100
水 道 68.9 73.9 74.1 72.3 100
重 油 67.9 57.7 59.8 70.5 100
公 用 車 燃 料 48.6 49.2 50.6 50.0 100
コ ピ ー 用 紙 107.6 107.6 103.9 101.1 100
エコいかるが運動に
より削減できた経費 △4,419千円 △5,219千円 △3,354千円 △3,735千円 18,210千円

教
科
書
見
本
の
展
示

　

生
駒
郡
教
科
書
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

平
成
30
、
31
年
度
に
小
学
校
で
使
用
さ
れ

る
「
特
別
な
教
科　

道
徳
」
と
、
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し

ま
す
。
生
駒
郡
内
公
立
小
学
校
で
使
用
す

る
「
道
徳
」
の
教
科
書
は
、
所
定
の
手
続

き
を
経
て
選
定
さ
れ
ま
す
。

場
所　
あ
す
の
す
平
群

　
　
　
（
平
群
町
福
貴
１
０
３
７
‐
２
）

期
間　
６
月
16
日（
金
）～
７
月
14
日（
金
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
水
曜
日
、
館
内
整
理
日

　
　
　
　
（
６
月
30
日（
金
））

問
合
せ　
平
群
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

教
育
総
務
課

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
㊺
２
１
０
１
）
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　斑鳩町では、毎年２回財政状況を公表し、町の収入や支出の状況などをお知らせしています。
今回は、平成29年３月31日現在の状況です。ただし、５月31日まで出納整理期間がありますので、
決算額とは異なります。 財政課（☎内線253）

町　税

地　方
交付税 総務費

民生費

国・県
支出金 教育費

町　債

公債費

土木費

使用料及び
手数料 消防費

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況

その他その他

分担金及び
負担金 商工費

繰越金

地方消費税
交付金

衛生費

28億9,277万円
28億0,316万円

予算現額

支出済額

予算現額

33億8,051万円
26億4,873万円

11億4,641万円
9億3,239万円

11億1,712万円
8億3,982万円

9億8,677万円
8億3,646万円

9億6,180万円
3億2,611万円

8億3,972万円
8億2,788万円

3億9,231万円
3億6,038万円

1億2,985万円
9,422万円

3億8,300万円
1億7,874万円

25億2,307万円
25億1,192万円

4億8,275万円
4億8,275万円

17億9,547万円
13億3,735万円

5億8,600万円
3,190万円

3億6,030万円
3億5,986万円

1億8,821万円
1億7,680万円

1億3,178万円
1億2,746万円

3億7,714万円
2億5,416万円

収入済額

予算現額
93億3,749万円

歳入

収入済額
80億8,536万円

予算現額
93億3,749万円

歳出

支出済額
70億4,473万円

土　　　地 356,568㎡
建　　　物 89,811㎡
有 価 証 券 104万円
出　　　資 5億3,250万円
基　　　金 30億4,932万円
一時借入金 0円

町　債
（借入金）の　
　　残　高

特別会計の予算の執行状況 財産の状況

※予算現額には、前年度繰越分２億４,４３８万円を含みます。

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険事業 41億1,416万円 31億7,108万円 38億2,267万円
公 共 下 水 道 事 業 14億0,931万円 4億4,097万円 9億1,838万円
介護保険事業（保険事業勘定） 24億4,290万円 18億3,211万円 19億3,251万円
介護保険事業（介護サービス事業勘定） 1,130万円 1,037万円 807万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億8,953万円 3億8,735万円 3億5,253万円

合　　　計 83億6,720万円 58億4,188万円 70億3,416万円

会　計　名 平成28年₃月31日
残　　高

平成28年₄月₁日～平成29年₃月31日 平成29年₃月31日
残　　高借りたお金 返したお金

一 般 会 計 90億7,545万円 5億4,210万円 7億1,938万円 88億9,817万円

特別会計（下水道） 81億6,684万円 4億1,670万円 3億6,387万円 82億1,967万円

合　　計 172億4,229万円 9億5,880万円 10億8,325万円 171億1,784万円

－ 平成28年度下半期 －
町の財政状況をお知らせします



●場所の記載がない場合、保健センターでの開催となります。
●斑鳩町に警報発令時には、検診・教室などを中止することがありますので「保健センター」へお問い合わせください。
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■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ６月１２日㈪ １３：００～１５：００ ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆４週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

家族そろってがん検診！
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診 ₆月２７日㈫
（容器提出日）

₉：００～
　１１：００ ３５歳以上

○�容器は提出日１週間前までに保健
センターで購入してください。
　（容器代３００円）
※事前申込不要

子 宮 頸 が ん 検 診

₇月₄日㈫

１３：００～
　１３：３０

２０歳以上の女性
（申込先着３０人）

平
成
２８
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※�子宮頸がん・乳がん検診は₂年に
₁回です。
　�申込時に必ず、前回受診日をお知
らせください。

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィのみ）

１３：００～
　１３：４０

４０歳以上の女性
（申込先着４０人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診

（マンモグラフィのみ）

１４：００～
　１４：４５

４０歳以上の女性
（申込先着６０人）

歯
周
疾
患
検
診
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　

歯
周
病
が
あ
る
人
は
、
口
の
中
の
細
菌

が
血
管
の
中
に
侵
入
し
て
全
身
を
巡
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
糖
尿
病
や
誤

嚥
性
肺
炎
、
脳
梗
塞
、
肥
満
、
心
筋
梗
塞

な
ど
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
全
身
の

健
康
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
年
１
回
、
歯

周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対 

象　
現
在
、
歯
の
治
療
を
受
け
て
い
な

い
人
で
、
勤
務
先
等
で
も
同
様
の
検
診

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
町
在
住
の

40
歳
以
上
の
人

内
容　
問
診･

口
腔
内
の
診
察

実
施
期
間　
翌
年
２
月
末
日
ま
で

費
用　
無
料

※�

歯
石
の
除
去
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
指

導
な
ど
は
、
検
診
費
用
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
の
で
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

持
物　
検
診
票･

健
康
手
帳･

保
険
証

※�
検
診
票
、健
康
手
帳
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

で
発
行
し
て
い
ま
す
。

受 

診
方
法　
町
内
委
託
医
療
機
関
に
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

男
性
料
理
教
室

　

今
回
は
、
土
曜
日
開
催
と
し
ま
し
た
の

で
、
み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
８
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場 

所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　

１
階　

調
理
実
習
室

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
性

予 

定
メ
ニ
ュ
ー　

豚
肉
の
生
姜
焼
き
・

き
ゅ
う
り
の
酢
の
物
・
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・

野
菜
ス
ー
プ
・
デ
ザ
ー
ト

持 

物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
・

台
ふ
き
各
１
枚
、
筆
記
用
具

費
用　
５
０
０
円

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
６
月
６
日（
火
）～
７
月
５
日（
水
）

肺
年
齢
測
定

　

肺
の
健
康
度
を
評
価
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
呼
吸
機
能
検
査
に
よ
る
「
肺
年

齢
」
の
測
定
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
肺
年

齢
を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
14
日（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

内
容　
呼
吸
機
能
検
査

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

持
物　
健
康
手
帳

申
込　
６
月
６
日（
火
）～
７
月
13
日（
木
）

※�

申
し
込
み
時
に
予
約
時
間
を
お
伝
え
し

ま
す
。

６
月
４
日
～
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間



●申込先：保健センター（生き生きプラザ斑鳩内）土曜・日曜日、祝日休館
　☎0745�0001／ fax0745�0903　電話番号のかけ間違いにご注意ください。
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事業名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

わんぱく広場 6月16日㈮ 9：45～10：00 Ｈ28年8・9月生
〇事故防止についての話、離乳食の試食
持物：母子健康手帳、タオル、お茶
申込：6月15日（木）まで

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

6月20日㈫ 9：30～10：30
就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
持物：母子健康手帳
申込：各日前日まで7月6日㈭ 13：30～14：30

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 6月21日㈬ 12：45～　13：30 Ｈ27年10・11月生

〇内科・歯科診察、身体計測など
持物：母子健康手帳、問診票
※対象者には個人通知します。

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 7月12日㈬ 12：45～ 13：30 Ｈ25年10・11月生

○内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布など
持物：母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、
　　　歯ブラシ、コップ
※対象者には個人通知します。

2歳6か月児健診
（歯科） 7月13日㈭ 12：45～ 13：15 Ｈ26年10・11月生

〇歯科診察、フッ素塗布など
持物：母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、コップ
※対象者には個人通知します。

パパママスクール（夏コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳　　　申込：各日の前日まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容
もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 7月10日㈪ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産についての話
妊婦体操

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 7月26日㈬ 10：00～

　12：00

栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康につ
いての話

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 8月5日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

※お出かけ乳幼児相談・助産師相談の日程は、毎月のお知らせ版で案内します。

　

第
２
期
斑
鳩
町
食
育
推
進
計
画
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た

　

あ
な
た
の
食
生
活
を
見
直
し
、
健
康
的
な
食
事
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
は
…

○
朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う

○
ご
は
ん
な
ど
の
穀
物
を
積
極
的
に

○
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

○
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う

○
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
よ
う

○
旬
の
食
材
を
美
味
し
く
食
べ
よ
う

○
牛
乳
・
乳
製
品
で
骨
を
強
く
し
よ
う

○
塩
分
や
脂
肪
は
控
え
め
に

　
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
は
一
日
の
食
事
で
「
何
を
」「
ど
れ

だ
け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
形
は
「
コ
マ
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、

食
事
の
バ
ラ
ン

ス
が
か
た
よ
る

と
倒
れ
て
し
ま

う
こ
と
、
運
動

す
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
定
す

る
こ
と
か
ら
、

食
事
と
運
動
の

大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。

６月は「食育月間」です！



６月号
平成29年6月1日発行

（通巻621号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₁₇人
　　（前月比　＋１２）
　　男₁₃,₃₈₇人
　　女₁₄,₈₃₀人

　 　₁₁,₅₂₈世帯
　　（前月比　＋１9）
（平成２9年₄月３０日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒６３６-０１9８
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西３丁目７－１２
☎　０７４５�１００１
fax　０７４５�１０１１
※かけ間違いに注意！

３年ぶりに開催の町民体
育大会は、よいお天気に
恵まれましたね。綱引き
やリレーなどの気迫あふ
れる勝負に、思わず見入
ってしまいました。参加
されたみなさん、大変お
疲れ様でした。
� ま

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊ この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

広告

242017.6.  広報 

祝 斑鳩町制
70周年

奈良文庫電気設備株式会社（☎0743-64-1554）
URL ： http://www.narabunko.jp/

● 天満新池西側 ●
　旧陸軍の星マークがついた遺構がありました。
昭和９年（1934年）発行の『在郷軍人会奈良支
部報「大和錦」第299号』によると、法隆寺村
分会が「陸軍記念日事業として分会射撃場標的庫
新築」との記述が残されていることから、この場
所に射撃場があったと考えられます。
　天満新池と感そ池の間に、写真にある監

かん

的
てき

壕
ごう

が
つくられ、天満池の南東側から射撃訓練が行われ
ていたようです。

　現在は、当時の遺構がわかる
ものは何も残されていません。

写真提供：川西和文�氏
撮影時期：1964年

まちづくり政策課（☎内線214）
広告掲載場所 大きさ 配　色 広告掲載料

お知らせ
ページ下
一段相当

180㎜×
58㎜

墨、古代朱
の２色

１か月
（税込み）
１８, ５１３円

お知らせ
ページ下
一段２分の
１相当

89㎜×
58㎜

墨、古代朱
の２色

１か月
（税込み）
１０, ２８４円

裏表紙下段 180㎜×
80㎜ ４色カラー

１か月
（税込み）
２８, ７９９円

裏表紙下段
２分の１
相当

89㎜×
80㎜ ４色カラー

１か月
（税込み）
１５, ４２７円

　「斑鳩の記憶アーカイブ化事業」でみなさん
から集められた写真を、「斑鳩の記憶データベー
ス」としてインターネット上で公開しています。

（http://archive-ikaruga.org/）
　このコーナーでは、データベースにある写真
を、現在の姿と比較しながら、当時のようすや
まちの風景などを紹介していきます。

平成29年は斑鳩町制70周年

町制70周年

写真でたどろう
斑鳩の記憶

昔

今

広報いかるが　有料広告募集！


